
解 題

関目｣大学附属間 LL錆鹿 El】t: 分館に収蔵され,このたびこの目合釘こ収録 した占医書集成は,古い医学書を

上体 として,理学 E

いだ岡山県病院,岡山県公立病院,岡山県医学校において購入し,使用された書籍, (ⅠⅠ)倉敷の蘭方医

妹尾又玄の旧蔵書, (11Ⅰ)美浪国の蘭方医田口鳳介の旧蔵番, (ⅠⅤ)都窪郡久米 (覗,総社市)の蘭方医山

lT,オランダ語医書その他の和書から成 り,主 として(I)岡山藩医学館これを引き継

岡山市赤沢乾-の旧蔵書で構成されている｡そのほか (Vl)医学部眼科学教室及び

小児科学教室には,それぞれの専門領域の古医書が収蔵されているが,明治末期及び大正期にその当時

の教授によって偶人あるいは寄贈されたものである′ 

Ⅰ 岡山藩医学館旧蔵蕃

田成器の旧蔵書, (Ⅴ)

明治維新の動乱の終結後の明治元年 (

その旨仝Iに布' した 岡山藩においてもこの新政府の方針に基づ き明治 3年 4J｣II･ji]

68)12月,政府は医学教育に西欧医学を採用することに決め,18

,御野郡操山の鹿 (覗,

岡山市門田東山公悶)の利光院跡に岡山藩医学館 を,台崇寺跡に病院を開設 した｡そして同年 6月には

オランダ陸′･巨∴等軍医ロイ トル J.(F .R 18
r,
te
iju 41-1886)を医学教師として招 き,藩医らとともに医

学生の教育を開始 した ロイ トルは解剖学 ･生理学 ･外科学 ･包帯学の談義を担当したようである｡解

剖学の講義の一一都が印刷発 r･りされた｡これが 

1 解剖記聞

巻 1,巷 2の木版本 2冊で明治 3年 7月岡山藩医

学館蔵版であるー内容はいずれも骨学 と敬管掌で,

F解剖記聞』である｡ 
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これ以外の講義録は出版されなかった｡ロイ トルが ･...い
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84止厄と改名,熊本藩医,1 3-
r

訳し,生徒に伝えたものである｡しかしその他筋学･

1T1921)が日本語に翻 ･ 
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t内臓苧 ･外科学 も講義 された.当時医学館の二等教 L! T

･.
I 

｣
イ3.

投であり,のち岡山県病院の初代病院長 となった生 † 

Bj

内臓学の講義 ノー トがある｡ 

2 その他の昏籍

医学館旧蔵番には ｢岡山藩医学縮文庫印｣ という朱印が押されてお り,次のとお りである｡ 

安宅旧蔵書 (医学部医学資料室内)の中に,筋学･ 解 剖 吉己 聞

)r和蘭字幕j(2)r舎密局開講之説j(3)F舎密局必携前篇』(4)F理化新説j(5)F理化 El記j(6)r袖珍

F化学訓蒙j (8)r化学入門』 (9 0仁 ■ A(全体新論.l)F博物新猟 3)(1

r西医略論Aの13点 1 冊かある,そして朱印のあるオランダ語の医薬書その他が23点 

3518

117


12
l)(1

38

7)
(1

薬説l( F内科新説』 ()r婦嬰新説J

冊, ドイツ語

解剖学書 1冊ほかがある)この うち()r 坂甲壮か会読を9 博物新編Aについては蘭方医で教授であった七●

行なっている｡

)このうちF和蘭字集jは徳川将軍の侍医桂川甫周(国興)編署で 長崎のオランタ商 館長ツーフ(1777-

- 61-



),後編は同 5年に完成 した(9竹本ルマ)の改訂版で,前編は安政 2年 855

3冊であるO鹿田分縮蔵の ものは 9冊本に属するもので, 4冊だけ現存

(1の蘭 日辞審 (通称長崎 -

から20冊本 まであるが,標準は1 

している_ 

3 舎密閉宗

この本には ｢兵学館印｣｢学校典籍｣｢岡山県医学

rJ
LTT

IIII 

校典籍.などの朱印が次々と押 されているー岡山藩

､は明治初年兵学館 を創L 

を教授 した｡のち兵学館か廃 されて洋学所 となった

T術LLL,英仏日吉苧お ,よび士 TijI

二i て1.

llこ.

lT~.号二､:.
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舎 密 開 宗 内 篇

篇18巻,外篇 3巷か ら成 る_l含密｣はオランダ語 

chmj( 7は物のおお tとを啓発するとい う意 味である｡英人 W nyが独訳 し,e e化学)の音訳で,開,7 , Her

(1 一 ･
出血ヽ

が,明治 5年 72)朗 那- -された普通学校に銃 
合吸収 された｡同 6年 7月廃校 となった これを学

校 と称 したようである｡

879(1 -1846この書は宇田川柘庵 )のu代著で,内 

0318rsbefhineg'Je)かオランダ語に訳 した Ch be j( 年刊)が,

その原本である｡ しか し草なる翻訳ではな く, 多くのオランダ書 を参考引用 した著述である(内篇は天

ij
jp
I.さらにイペイ(A emievoorB ndeLiene

保 8年 

r.

(18 )に,外茄は弘化 4年 8

初めてわが国に紹介 したもので, この.畑こより,物質を分子 ･原子のレベルで理解 し,化合 ･酸化 ･還

元などの概念を得 ることか出来るようにな り,栢庵は 日本の化学の開祖 として76く評価 されている. 

37(1 47)に刊行 されたようである｡西欧における科学 として化学を

ⅠⅠ 妹尾又玄旧蔵沓

18
11ん

(妹尾又玄 (のち瀬尾 と改名) 
仲う 

l村29 86,諒は惟益,字は子誹,鳳燕 とL-19) %した_備中下道郡箭EE 

吉備郡真備町箭田)の医師是輔の長男,大阪の緒方洪庵の適塾に入門 85(寮永 3年 -1 0) し,蘭(覗,

学 を学び, また三田藩蘭方医川本幸氏の門人錨にも名を列ねている｡のち帰郷 し父のあとを継いだが, 

858年頃倉敷で開業 し,種痘などで名医 とうたわれた｡死後養嗣子宗次郎 

明治42年 1月14日死去)が医業を継いだOのち瀬尾家の蔵書は倉敷の素封家木山巌太郎の手に入った .

一説にこの蔵書を預かった某氏が木山氏に売却 したといわれている｡木山氏は大正 8年 9月,当時の岡

5718 -1 (東大医学部別課卒 ,

､1′串 7冊で,そのほか今回の □録

に未収録の蘭書筆写本若干冊がある｡その時代 としては相当の蔵書家であ り,これだけの医書を購入出

来たのは医業 も盛菜であったことが うかがえるl この中の二,三の古医書について述べ る｡ 

山医学専門学校に寄贈 した｡この うち和音医書は刊本73点511冊,写本 5

R武質測窮理解臓EI 

朝廷の典薬寮医師で蘭方医の小森桃鳴 
とうう

(1

B･

8

の刑.丘を解剖したく従事者73名,参観者は同門が11名,他門49名で, この解剖記録 を桃垢の門人池M冬

78(1 2-1843)が文政 4年 21)12月16∩,京都西刑場で男

蔵 (越前藩福井)が編集 して翌年刊行 したのかこの本であるJ 本文35葉,図98と多く,色刷 りであるの 
I:ゆう(∫

]･･か珍 しく,この中に乳腺管を示す図が 2つあ り,わが [Iで最初の乳廃幣の芙視であったー参観者の中に

は藤林菅山や伊藤圭介 らの著名な蘭学者がいた｡ 

2 重訂解体新書

1



17

757-1827,-(1杉 EB玄白の門人大槻玄沢 リ 関藩医,のち仙台藩医)が師玄白の命を受けて,玄自ら

の訳した T解体新書』を改訂 したものである｢序 ･E粧 i等の 1批 本文 4巻 4冊,名義僻6巻 6冊, 附

錦2巻 2冊の計12巻 13刑･t,南小柿寧一画,中伊了.邦の銅版解剖図とから成っているが,鹿 EEl分館本は

この解剖図を欠いている. しかし率いに,中央館の池田家文塵の中にこの解剖図か収蔵されているC名

義解及び附錦には,玄沢が西洋医書を参考にして得た知識が記されている 全文漢文で次の F西説医範

提綱釈義帖 こ比べ難解である 

3 西説医範提綱釈義
し/

津山藩医宇 EE日日玄真 (号は榛育,1764-1834)著O

諸種のオランダ語の解剖書を翻訳梨成 し｢遠西医統｣
常
山
跡

見
弼
･

ん称爺
武
略

葦
.

也
軌
･競

演

単
軌
あ
ネ

q

軒
へ外
山

l拍
巨 号

甘
0

講義 したものを門人諏訪士徳 (又の名を藤井万事)

(3巻)と名づけたOこれを7割こして玄真が門人に

仲 華

泉滝宵㈲
拍

冬凄丸猪.も
藤
子

､
. ハ

風
音
澱

ブ

杓
･･..'

や
ヰ 

OB暦
r

考

が r西説医範提綱釈義｣ (通称 '医範提綱j) 3巻と

して文化 2年 

08),亜欧豊永田田善の刺したわが国最初の銅版

(1805)に出版 したく次いで文化 5年
真
鯛
度

8

解剖図 1冊を刊行 した (本目録ではこの図を欠いて

いるが.幸い本学医学部医学資料室に寄託されてい 

(1

西説医範提綱釈耗

る'円安宅旧蔵書の中にある)o『解体新書』やF_ F重

しい漢字を造って用いていることである｡ 

(1

訂解体新書/が漢文で難解なのに比べ,この書の本文は平易な延べ書き文が主であJ),解剖学を主体 と

(1

(1

して生埋学から病理学に至るまで簡明に述べられている｡特記すべきことは, 腺 ･僻 ･乳歴管などの新

4 外科原式

1年が訳述し,天保1 

805-186備前藩家老伊木氏の侍医児玉順蔵 1)

840)に出版 したものである

tsli-

岡山に帰 り,主家の御用を勤めるかたわら,牙ラン

ダ語の教授,医書の訳述に専念した｡その最初の訳

業かこの F外科原式jであった｡第-巻は各種外傷,
ソr? ヨウ ロウ

第二巻は癒,傷,壕について述べている｡続いて第

三巻腫鳳 第四巻脱墜,第五巻奇態,第六巻骨病, 外 科 原 式

第七巻手術で完結すべきものであーノたと思わ31るが,末 Fりで終わった./なお第一一巻は三好春伯,第二巻

は辻尚彦が校本に当たっているか,いずれも備前藩医で,順蔵に蘭方医学 ･オランダ語を習った門人で

あろう｡ 

5 扶氏経験遺訓

ophWi

か,原書のオランダ外科書は分からない｡順蔵は脱

藩し長崎でオランダ商館医師シーボル トに師事 し,

蘭方医学を学ぶ｡天保 5年 834)帰参を許されて

扶氏とは ドイツのベル リン大学内科教授7-17ェラン ド(Ch felhelm Hu land, 64-1836) 
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で.彼の著 WEnch nMedioidir um (医学必携)』のic t
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Hageman
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8 年 刊)の オラ ン ダ語 訳本 

釈,18 年刊)を,緒方洪庵 とその義

弟緒方郁蔵 (旧姓大戸,備中後月郡築瀬生 まれ)が
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刊行されたものであるo訳稿は天保 13年
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 61)にわたり18
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一応完成 していたが,漢方系の幕肝医学館の干渉に

よl)出版出来なかったo Lかし蘭方解禁により出版

可能となl) '時江jTHこいた門人箕作秋坪の助力に.､11
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碑

林寂
メ･

-1
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よって.振出来ることになった｡この書は7-7ェ+

ラン ドが50年の経.験をもとにして書いた内科 書であるOこの訳苦は洪庵の代表的IR作で,蘭学者として

の高名な洪庵の名声 と共に広 く流布 した｡この本の版木の ･部は,洪庵の末孫より東大附属岡背鰭に寄

贈されて現有 している.

). 扶氏経験遺訓

なお,洪庵の署 ..尺門として以 下の f人身究理小解 .･のほか, 日本最初の病巧学膏 Flj,･f_ 学通論 2巻,

寮永 2年 9
84
(1
 )刊 (妹尾本)及び安政 5年 85
(1
8
)のコレラ流行時に急速出版 した F虎狼痢治準』 1


se

港 (田口本)かある｡ 

6 人身究理小解

ドイツのローゼ(T.G.A.Roo )著の ドイツ語本の人体生理学書を,エイプマ(M S.Ypma)がオラン

タl吾に訳して FHandboekderNaBJ 80
sckrtuu u hj と名づけて1 9年に出版 したものを,

)12月に訳し終わったものである.これは洪庵か江戸の坪井信道の蘭学塾 日 

ndevandenMen

緒方洪庵が天保 3年 83
(1
2


;門生に入門して, 1年半余 りしかたっていない23歳の訳である.このことは彼の語学力が非凡であった

53
(1


T;ことを7 すむので,今 日多くの写本が残されていることは,当時多くの医学丼に読まれ流布 したことを

物語っている｡この写本では,洪庵が訳すことが不能であった文をそのまま原文のオランダ語で記 して

8 ) と写本終あ り,このことは洪庵の訳本の原本に近いことをノ示唆 している｡また末尾に嘉永 6年 

krtu

f'の 日付が7J -lしてあ り,嶺 もIllい写本の頬に入るL 

u uHandboekderNa ndevandenMensch.

吾本である〔2つに折った日本紙に印刷 し,和本 と同様の糸綴 じ

62
(1


■_人身究理小解』のオランダH

であるので, u本で後刻されたものである.長崎の出島で印刷されたi)のでなかろうかtちなみに,長

8 )であった 

上述の 

崎の出島の印刷所でオランダの医占を印刷発行 したのは文久 2年 

8 内服同功

し初編〕は山m貞順 -.(備中足守藩医,適塾門人,つ～19
05)韓で,∴鮎は杉生方策 (備中蒔田藩医,≡

娘村在住,1831- 14
92
18
 )鴨である｡ -

で,師塾で実用 して有効な治療法や医療器具などを,諸医告を参考にして編施 したものであるO書名は

墾壮の命名 したもので,内服療法 と同じ効用かあるという意味である｡この本は杉生方策が在塾中計画

(空洞､18
 18
99)の門人二人はいずれも倉敷の蘭方医石坂甲壮_

d･Ji

していたが,病のため塾を去ったので,山田貞順か引き継いで

ったが,藩務多忙のため,方策が引き継いで∴編を編集 し,安政 6年 

〔初編〕を安政 5年 85
(1
8


(1


)刊行 し,吹

8 )に出版に則 IRが足守に･ 

一 一64--



した｡〔初編〕の重版には緒方洪庵の序があり,矧 腸法,潅腸法,別路煤針角法,エレキテル法などが述

-

べられ,飛腸器,圧結滞 (止血バン ド),エレキテル内景図の附図が載せてあるO二編の主要題目は 〔初

編〕と同じであるが,内容は更に詳 しく ェレキテル｣に変えて ｢ ルバニスミュム｣とし,詳 しく電ガ~, 

18済生備考』(嘉永 3年 50刊)気発生機の製作法を図示しているOまた珍 しいことは,杉 EE]成卿訳述のF

を見て,師塾で作製L用いていた聴管 (聴診器)の

岡を載せている｡なおこの外,i'的 

窄器の図を威せているが,止血バン ドと具に,これ

ら3点は山田成器旧蔵書と共に寄贈された医療具の

小にあり,本学医学資料室に展示 してある.なおこ

の本は旧田口本の中にもある｡ 

‖ 美濃田口氏旧蔵暫

この田口本は大正12年 2月から同13年 1月までの

一年間岡山医科大学法医学教授 として在任 し,次い

で,京都帝大に転任 した小南叉一郎 (1883-1954)

が,同年 6月寄贈 したものである.このmロ本には I美濃田口養 巨之信｣,｢田口氏之記｣の朱印が押さ

れており,中には,｢TagtiFoosketeMino｣の朱印もある｡筆写本の中に田口玄傾,玄仙 養圭,風

介などの名か散見する｡筆者は田口鳳介の名を大垣藩の著名な蘭方医江馬活堂 (4代目春齢)の格物堂

LF.

門人錦の中に見つけることか出来た｡この門人録に｢美濃国恵那郡付知村 田口凧介後改養圭,安政乙卯 

(2年,1855)五月｣と記されている｡小南氏の出生地は岐阜県恵那郡付知町で,川口氏と同じである

ことか分かった0日]口家と小南家との関係は不明である.上述のように鳳介は後に養圭と改めているが,

玄仙(玄倦)一 養圭之信 一 鳳介重明と継承されているようである｡

(披歯器)や潤

聴 管 (内服同功より)

(うち写本 7冊)である｡13
この田口本は古医書･薬剤書340点9 冊 (うち写本2
12
冊日,本草番 5点22冊 

書物は漢方系と蘭方系及び明治期の医書に大別できるが,田口家は代々漢方医であり,養圭之信は尾張

藩医浅井貞庵の静観堂及び同藩医河田華山の塾で漢方を学んでいる｡この養圭の子と考えられる鳳介は,

江馬柏物堂に入門する前には,尾張の蘭方医で本草学者の伊藤圭介 (シーボル トの門人)の塾に入 り牛

18
痘書や内手斗訳書などを写本 している( 53
年頃)｡また代々眼科を得意としたようで,わが国における眼

科書の刊行本の黄初である『眼目明鑑』 (宝永 4年-

17


養圭は日本における眼科専門医の元祖尾張国海東郡

の馬島明眼院に入門して学んだようで,中国の眼科

07)をはじめ,数 卜冊の眼科の刊本･写本がある｡

番 r審視揺函』を文政 8年 (1
8


養圭と署名がしてあるOなお ｢浅井先生方藁講訳｣,

25)に写本 し,馬場
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その他興味あるものとして写本 ｢西説医範｣(6冊)かある｡第 1冊は中腰 ･心血脈 ･胎児血脈,第 2

冊は頗月y摘r都 注 ▲田ま ,第 3冊は顕腔,第 4刑は鼻 .ロ･ 削まJ R ( 白 神経の新造字) 舌,第 5冊は気管,第 6†

皮 ･七 ･爪 ･膜 ･鼻 ･瞳 (症 :腺は前述のように宇田川玄真の新造字であるが,この腺に相当する新造

午)̀ この-j本は前述の 医範提綱Jの基になった ｢ 自筆本)の一部 と考えられ 和の7･ r 遠西医範｣( 第 6十

越円に 一速西医範鼻篇｣と書かれている｡そして蘭万医稲村三伯 (鳥取藩医,大槻玄沢の門人,のち海

上随鴎と変名)の ｢ ( T天然)八譜｣系の新造溌字を随所に使っており,また欄外に天然按 おそらく野F,

の記入かあり,野呂天然にも彼独特の新造字を使って出版 した解剖書 『生象約言jがあるO

なお眼科学教室旧蔵の ｢遠西医範眼目篇訳図譜校訂 宇 EE川は 真訳｣はまさに遠西医範の一部である｡

東京大学総合図書館蔵の ｢遠丙医範口篇 ･脳篇H 自筆本)や,東北大学狩野文庫の ｢遠西医範肺篇 ･膜

篇｣(自筆本)と対比して研究することが重要 と考えられる 

Ⅳ 山田成器旧蔵啓

蘭方医山田成器 (81 92 ( ll __13-11)は備中都汗郡久米 覗,総社和)の生まれ)倉敷の石 坂典礼. u郡 I

須村 ( 14)ii崎に遊学 し,軸方医阿部魯庵に師事覗,総社市)の杉生革前に医術を学び,轟永元年 (88 _:


し,オランダ医学を学んだ 翌年帰乱 このとき牛痘苗を持-ノて帰 り,村民に施 したといわれている


嘉永 4年 (1851)京都の蘭方医新冒涼庭の順正上二院に入門,内科 ･産科を修練 し,安政元年 (1854) 7


月帰郷 し,再び医業を開いた,若 くして母,次いで父を失い,学資が之 しかったため,刊本の購入は出


来ず,専ら写本をしたようである､子孫の山門敬負から昭和46年 7月,この旧蔵 LP:が寄贈されたが,守


本が大部分である｡なおこれら占医IH･のほか,長崎から持ち帰ったと考えられる杵痘用ラッセットのほ


か,止血バン ド,弾丸抜き器,挽薗器や,そのほか明治初期の金舶製注射器などの珍 しい医療器具が寄


贈され,現在医学資料室に展示されている｡
 

t十 蒲爾花歌万病治準

坪井信道 (1795-1848)は緒方洪庵 ･箕作阪南や川本幸民らの著名な蘭学者の門弟を育てたことであ

まりにも有名である〔彼がライヂン大学教授ブール--ベ(H. Boerhaave, 1668-1738)の代表の .つ 

Aphrs ( .)(79 に弟子の G vnS ee _ rlaigdr reoimi麓~i 10年) .a witnが謎を施 した本を閥訳したrVekarn eKot

St ignvnHema orav.(70 73 (83 d]9年にわたって澗訳しellne a r nB ehae 16-16)を文政 6年 12)からr'

たものである｡原著者のブール--ベ (蒲爾花歓)はライデン大学の植物学 ･臨床医学 ･化学の教授で,

学長を勤めたライデン学続の絵師であり,当時 ｢全欧州の師表｣と仰がれた｡この学続は全世糾 こまた

がり､ 日本の蘭学期にも,アメリカ医学の創始期にも,その影響を与えている｡ 
lli-ル

｢万病治準｣の中で信道は ｢自然｣Natuurの訳に困り,はじめは那去児(Natuur)と原語そのままを標

哲-して表わし,のちに仏教語の ｢本然｣とし,辛うじて ｢自然｣にたどりついている.また1Lj一=道が苫心

したのは,物質観の単位 となる微粒子の訳 し方で,これを ｢元質｣もしくは ｢元実 )と訳しているOブ

ール-ーベは顕微鏡下に可硯物の寂小単位である繊維を発見し,すべての同体は▲繊維｣Fibreからなる

としたoブール--ベはまたベッドサイ ド.ティーチング (実地臨床医学教育)の創始者として,また

柄物学者 リンネもその門弟であることでもその名が高い_

j道は多くの著訳AjTを残 しているが,刊本は一冊もなく,この坪井イLd tr･ 一 ｢万病治雄｣が殻も大部の訳書で

ある おそらくこ11は新宮涼庭の順止書院で写本されたと考えられるか,涼庭にもブール--ベの著書 
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Medionesittul trns ,医学研究一医学論)の蘭訳本の一部の訳 ｢8
07
1 血論｣や ｢生理則｣があ り,: (

涼庭 もまたライテン学銃の思想を受けた蘭学者の一人であ り,坪井信道の ｢万病治準｣を持 っていたこ

とは興味深いことである｡ 

Ⅴ 赤沢乾一旧蔵書

故赤沢乾-の長女喜久さんから,親戚の山崎三省鳥取大学名誉教授 (岡山医大昭和 6年卒)を介 して

icae

赤沢 ( 年 (

第三高等学校医学部 を卒業,岡山県病院に助めたのち岡山市で開業,岡山市医師会長,岡山県医師会副

会長,岡山博愛会理事,関西中学 と山陽嵩女の財団理事.就実高女財団理事 を歴任 した｡和歌 を楽 しみ,

55
 8
は広島県神石郡三和町の生まれ｡明治2
)2
6
9
1
-
3
7
8
1
 )5
9
8
1
昭和 年11月寄贈 されたものである_

歌集 『赤沢乾一大人遺詠集 打がある(昭和3年 7月 3日死去O

･も 西説内科撰要

755 )が,オランダ

7


1
( 7
9
7
1
-
津山藩医宇田川玄随 

の医師 ブルテル( s d

sjdnertr

e

eGnee S fKo eO wiOt,Onkse

Jhoanne

eG i dezuver『 

の 内科 審)
torer
G

d te es

の眼科医土生玄頓の迎翠里塾で写本 されたものである｡その二,三について述べ る｡ 

前述のように字EEIJll玄真著 医範提綱』の i)ととなった稿本 ｢遠西医紀｣の一部で,眼球の解剖は勿r

,網膜 の映像の理論にも言及 し,更に白内障の病理,手術法なども述べているoそして巻末に掲載-請

,クルムスすべ き図を ,ブランカールツ,-ル-イン,パル-インの各解剖番の図か ら採用することと

rme ei

)に刊行

したもので, 日本における最初の丙伴内手斗翻訳書で

あるOこの医書によって多くの医師を啓蒙 し,西洋

内科 を専攻するものが耶出したO 

Ⅵ 眼科学教室旧蔵書
西説内科撰要

この眼科旧蔵書はすべて眼科で,その多くは江戸

1 遠西医範眼目篇訳図譜校訂

し,図は掲載 しなかったか,図の説明を和文で記 している｡ 

eZikeig
den
nw ten(内科溜病簡明治療

杏)i(1
744刊)を訳 して,寛政 4年 2
9
7
1
(

2
 視力乏弱病論

洪庵の修業時代の作 らしく,出来た年代は分か らない｡イギリスのジョン ･スティブンソンの書 をオ

8
ランダのライスセンが訳 して話を加 えた t)ので,1
6
1
年刊の第 2版 を緒方洪庵が訳 したものである｡網

膜の感覚の過敏によって視力の減弱する病気の症状 ･原田 ･頬症鑑別 ･療法について述べているO洪庵

の眼に関する短い著作 として ｢視学升堂｣ とい う, レンズの光学の簡単な説明と,眼の作用を解説 した

ものがある｡ 

3 眼科一家言

3
4
8
-1 )は備中沼津 

の眼科医上田公鼎の弟子 となり,暇惜孔術 (白内障の手術)を学び,帰国 して同所で開業 した｡天保 

安 田玉海 8
1
8
1
( (覗,倉赦市)の生まれ｡医師であった父孝節 とともに肥後天草

11


)04
8
1
午( ,師公鼎は酒津に来遊 ｣,同年 6月死去したCE.海は師より学んだ脚 豊孔術 を,r眼科一家言』
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ILの中で世に紹介 した.当時このような優れた手術 を行なったことは高 く評価されている (小J剣三郎著 

r

4 日艮科墳談

El本眼科学稿史j)0 

).明治28

01)

井上通寮 

岡山県病院でどのような患者が,どのような病気で

治療を受けていたかの詳細なことがうかがい知れて

興味深い もう 1廿附ま記述内容の目録で,アイウエ

オ順に排列され,以上の 4冊以外に第 4, 5, 6, 

7巻かあ.･)たことが分かるO 

同派に傾倒 し, しば しば歌会を催 した｡のち宮内省

御歌所寄人,宮中顧問官,帝国芸術院会員,貴族院

午 

866- 41)は東大医学部 を卒業後.兵庫県立姫路病院副院長 ･眼科医長 となl 

)7月,第三高等学校医学部眼科教授に就任 し,岡山県病l

引き続き岡山医学専門学校教授であったが翌35年辞職,東京で井 上眼科病院を開業 した｡

この通泰の自筆本は毛筆で書かれ.第 1-3巻の 3冊は,姫路病院在職中の明治27年12月 9E7から明

治31年 7月 3日まで執筆 したもので,眼病やその治療法及び自ら経験 した臨床例や岡山県病院眼科患者

の統計などが詳細に記述され,筆写 し終わった年月

が記され,筆者の凡帳面な性格かうかがえる｡当時

19(1

19馴 艮利医長を兼ね,明治34年 (

一.._通泰はFL仙 時代から和歌を良 くし,香川景樹の桂 一一一一一 _

火火ここP
墳料良日

日

68

議員に勅選され,医師としては特異な道を歩んだ 昭和16年 8月15日東京で死去 した 

(医学部教授 中山 沃) 
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